
分野別戦略等に関する取組方針について（案） 
 

令和２年 月 日 
情 報 委 員 会 

 
○  研究計画・評価分科会から分野別委員会に対して、各分野における固

有の特性・事情等を踏まえた推進方策（分野別戦略等）に関する取組方

針の検討依頼がなされている。 
 

○  第 10 期情報委員会では、分野全体の今後の取組方針に関し、以下の

ようにとりまとめてきたところ。 
・第６期科学技術基本計画の検討に向けた論点(情報分野の視点から) 
 （令和元年７月） 
・今後の情報分野の研究の進め方について（令和元年 11 月） 
・コロナ新時代に向けた今後の学術研究及び情報科学技術の振興方策 
について（令和２年９月） 
 

○  新型コロナウイルス感染症の拡大により物理的な活動が大きく制限

される中で、人々の生活様式や社会の在り方が変化し続けており、情報

科学技術やそれを活用した情報基盤への社会全体の期待や依存はます

ます大きくなる状況にある。 
また、政府においてもデジタル庁創設に向けた動きが加速するなど、

社会のデジタル化が最も重要な政策課題の一つとなっている。 
 

○  情報委員会においては、上記のような変化を踏まえ、これまでにとり

まとめた方針について不断に見直すこととする。その上で、Society 5.0
時代に構築すべき社会全体の情報基盤の姿を念頭に置きつつ、以下の

点について人材育成の観点も含め、検討を行っていく。 
① 今後取り組むべき情報科学技術分野の研究開発課題 
② 学問分野全体を支える学術情報基盤の整備の在り方 
③ 社会全体への情報科学技術の知識の普及や活用の促進 
等 

 
以上 
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